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ABSTRACT 
This paper focuses on the Persian speaking community as a case study in Japan which 

is a community that has received little attention so far. In fact, there is no field work 
based on field work about The Persian speaking community in Japan so far. This study 

examines how Persian native speakers, manage their distinctive ritualistic acts and 

linguistic acts in honorific contact situations when communicating in Japanese with 
Japanese native speakers. The focus is placed on where and how frequently their 

Persian native norms are used for language generation and language management 

when they participate in Japanese conversation and in situations where the language 
is used. As far as methodology is concerned, five conversations in natural ritual 

situations which involved both Japanese and Persian native speakers were analyzed 

from a third person point of view. Deviations from Persian native norm, particularly  
sociolinguistics norms, were extracted for analysis. As a result, it was found that 

during a ritual situation, deviations from Persian norms tend to occur in specific 

positions. This finding suggests that different base norms are emphasized according 
to the function of speech acts in ritual situations. It is expected that the result of this 

survey will be useful to Persian native speakers for learning Japanese language. 
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概要：  

本研究においては、日本在住のペルシア語母語話者が日本語で日本語母語

話者と会話をする際の彼らの言語的、非言語行動に注目をした。そこで、

彼らが日本語で言語行動を起こす際、どこまで母国語の影響が表れている

のかを、ケース・スタディーとして考察する。換言すれば、本研究におい

て焦点を当てるのはペルシア語母語話者が日本語を話す際にどこまで自ら

の言語を調整できるのかを把握したい。本論では、従来の研究では見られ

なかった、儀礼的行動が産出されると予測された5つの場面に行き、そこで

ペルシア語母語話者の日本語の言語管理を第三者の視点を取り入れて考察

した。研究の結果から、ペルシア語母語話者は日本語母語話者との儀礼的

な場面において、母語の影響として考えられる社会言語的な言語行動を日

本語でもしていることが見られた。本研究を通して、パターン化されたい

くつのかの言語行動が儀礼的な場面において繰り返されていることが分か

る。これらの結果を踏まえ、今後のペルシア語母語話者の日本語教育にい

かせる。  

© 2021 All rights reserved. 
DOI: 10.22059/JFLR.2021.324088.843 
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1． はじめに 

今日の世界では、異なる文化・言

語を背景とする人々が同一の社

会で共に生活をすることが多く

なっている。社会言語学におい

ては、これらの社会集団が使用

する言語の様相が様々な観点か

ら議論されている。日本でも他

の国からの移住者が増加するの

に伴い、多種多様な言語状況が

見られるようになっている。こ

のような状況で、日本語を母語

としない市民が日本語による日

常のコミュニケーションを行う

際、多くの困難に直面している

ように見受けられる。そのよう

な困難を克服するため、個々の

社会集団は自らの言語・文化を

背景とした特有の言語ストラテ

ジーを使用している。従来の日

本における接触場面に関する研

究は、近隣の諸国（中国や韓国

）が対象であった。しかし、グ

ローバル化する社会においては

、言語・文化背景がまったく異

なる人々との相互行為が接触場

面と呼ばれる環境の中でとわれ

てくる。特に地理的に離れてい

る国の人々の間では、互いの見

慣れない習慣や文化的背景の理

解がより困難になると考えられ

るため、そうした研究に焦点を

当てることの重要性も大きいと

言える。 

 本研究では特に両社会の文化で

重視される儀礼的場面を対象に

考察を行った。 

 ペルシア語母語話者は、母語場

面での相互行為で浸透している

独特な儀礼的言語行動をもって

いる。この言語行動ストラテジ

ーは「タアーロフ」と呼ばれ、

特に相手に対し敬意を示したい

場合など、様々な場面で表れる

。そこで、本研究ではケース・

スタディーとして、接触場面に

おいても、タアーロフ的な言語

行動規範（母語規範）が表れる

のかについて検討していきたい

。そしてそこで、ペルシア語話

者の母語規範として判断された

箇所においては、どのような問

題が報告されるのかを考察する

。さらに、日本語規範（目標言
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語規範）からの逸脱は、どこで

留意され、第三者によってどう

評価されているのかを検討する

。 

 本調査では、接触場面における

タアーロフ的な言語行動規範（

ペルシア語母語規範）を言語管

理の視点から考察することで、

儀礼的な自然会話に生じる問題

は何であるのか、その理由は何

かを明らかにする。 

ネウストプ二ー(1997)によると、

言語管理理論とは、実際の接触

場面の中での参与者が言語をど

のように評価しているかを捉え

るところから始めるべきである

と述べている。「接触場面アプ

ローチ」を言語コミュニティー 

(speech community) 研究にも当

てはめることができると考えら

れている。したがって、本研究

の分析結果は、日本在住のペル

シア語母語話者の言語コミュニ

ティーの実態の一部を明らかに

すると考えられる。 

 

2． 先行研究 

2.1. ペルシア語母語話者のタア

ーロフにおけるコミュニケーシ

ョン行動 

儀礼とは、一定の形式にのっとっ

た規律ある行為・礼法のことで

ある。 Tambiah（1985, p.128）

は、儀礼とは「文化的に体系化

された象徴的コミュニケーショ

ン」（“a culturally constructed 

system of symbolic 

communication”）だと述べてい

る。その際、特定の社会構造の

中で生きる社会の構成員は、儀

礼を通して社会的アイデンティ

ティを確認、再確認する（

Malinowski, 1922; Radcliffe,1922

）という。 

 ペルシア語母語話者のコミュニ

ケーションにおいては、タアー

ロフが不可欠な要素であると言

えよう。タアーロフには様々な

意味・定義があるが、遠慮・礼

儀・厚遇・謙遜などがその例で

ある（Shahrgard, 2003）。タア

ーロフに関して、特に近年には

イラン人研究者が数多くの研究

をしている。これらの研究には

、タアーロフは一種の言語的・

文化的・社会的な要素として、

社会言語学・文化に関する研究

・言語の社会学・文化と人間コ

ミュニケーション（Bikaran & 

Azadarmaki, 2010；Tajabadi & 

aghagolzadeh, 2011；Sharifi 

Moghaddam & Bahreyni & 

Abolhasanizadeh, 2017）、対照言

語学（Salmani-Nadoushan, 2004
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； Mirzasoozani, 2018）、翻訳法

に関する研究（Mirza-suzani, 

2006；Alavi & Zeynali, 2014；

Dahmardeh & Parsazadeh & 

Rezaie, 2016）など様々な観点か

ら検討されている。タアーロフ

は、ペルシア語のコミュニケー

ションにおいて非常に重要な役

割を果たしているため、イラン

人研究者になされた研究の傍ら

外国人にも重視されている（

Zoren, 2016 など）。 

 アメリカの社会学者である

Beeman(1986) は、タアーロフが

イラン人の儀礼的ストラテジー

であることを明らかにし、ペル

シア語には互いに礼儀を示す根

本的な思想としてふたつの原則

があると主張している。 

（1）Self-Lowering：謙遜語や謙譲

語のような行為を行う者を相対

的に低め、その動作を受ける者

（受け手）を高める。 

（2）Other-raising：相手を立て尊

敬する行為であり、この二つの

形はペルシア語の名詞や動詞に

も影響し、変形を及ぼすと述べ

ている。謙譲語名詞（呼称）、

謙譲語動詞、尊敬語名詞、尊敬

語動詞がそれぞれ儀礼的な場面

で使われている。 

 

2.2. 接触場面での言語管理 

 言語・文化背景が異なる人々に

よる相互行為は、接触場面と呼

ばれ、接触場面は母語話者同士

の場面とは異なる独自の特徴を

持っている（Neustupný 1985a）

。そこで、接触場面研究では、

言語管理理論のアプローチから

接触場面での言語の生成と管理

に注目し、社会文化、社会言語

そして言語上の問題に対する言

語管理の解明を課題にしている

。従来の研究では、様々な手法

を用いて接触場面で見られる問

題を考察する研究が行われてき

た（ファン、1999; 宮崎・マリ

オット共編、2003など）。また

、接触場面での「言語問題」を

言語管理のプロセスから解明す

る研究も数多く見られる（Fan, 

1994; 村岡、2006; 高、2006など

）。 

 言語管理の理論には、2つの特

徴がある。まず一つ目はミクロ

プロセスの重視である。ネウス

トプニー（1995）は、言語管理

の理論は「言語計画」との関連

で生まれたことであり、その理

論からするとすべての言語問題

の基礎は談話のミクロプロセス

にあるとしている。二つ目は、

言語管理のプロセスには一定の

普遍的な段階があることである
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。 

 以上で述べた段階を以下のよう

にまとめる。 

（1）規範（Norm）からの逸脱（

Deviation） 

（2）逸脱への留意（Note）  

（3）留意された逸脱の肯定的/否

定的な評価（Evaluation） 

（4）評価された逸脱に対しての

調整（Adjustment）計画と実施 

 本調査では、言語管理プロセス

の（1）～（3）の部分を中心に

分析していく。 

 

3． 研究方法 

 データはフィールドワーク（佐

藤、1992）で調査者がペルシア

語母語話者と日本語母語話者が

相互行為を行っている場面に行

き、自然な会話を収集したもの

である。調査機関として、一部

の調査は、2019年8月から12月

にかけて行われた。会話の収録

方法は2通りで、１つは、調査

者自身が実際にコミュニティー

に入り、調査協力者とともに一

定の時間を過ごし、そこで行わ

れた会話を収集したものである

。もうひとつは、調査者は実際

の場面におらず、会話を録音す

るためICレコーダーのみを調査

協力者に渡し都合の聞くときに

会話を録音したものである。も

ちろん調査協力者には、事前に

録音の許可をもらいその後もデ

ータが研究で使用されるための

許可を得た。 

 今回は、収集された52のスピー

チイベントのうち、5つのスピ

ーチイベントに焦点をあて分析

を行った。本論では、会話当事

者（ペルシア語母語話者）の自

然会話での言語管理に注目し、

ペルシア語母語話者の日本での

儀礼的な社会言語規範からの逸

脱を取り上げる。 

 まず、調査者による自然場面で

の逸脱への留意を「逸脱の基準

」として考察した。次に、同じ

会話を第三者に聞いてもらい、

会話内で逸脱だと留意した箇所

を指摘してもらった。その箇所

を「逸脱の基準」と照合させ、

分析を行った。まず自然会話の

データ収集後、宇佐美(2011)の

トランスクリプト(transcription)

方式で文字化を行い、必要に応

じてより信頼性を弧状させるた

め、調査協力者に対してフォロ

ーアップ・インタビュー(follow 

interview) (ファン2002)を実施し
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た。 

 

3.1. 録音されたスピーチイベン

ト 

 ここでは、儀礼的相互行為が観

察された場面のスピーチイベン

トを取り上げた。以下に分析対

象となった5つのスピーチイベ

ントと参加者の関係と人数をあ

げた。 

 

表1. 分析対象の五つのスピーチ

イベント 

 

3.2. 研究における調査協力者 

6名の調査協力者はすべて、日本

中・長期滞在者（7年～25年）

のイラン出身のペルシア語母語

話者である。調査協力者の日本

への来日目的により、彼らの日

本語習得に対する需要や意識が

異なっていることが明らかにな

った。しかし、日本語能力に差

があるものの、すべての調査協

力者は、日本語の読み書きが可

能であり、日常会話ができるこ

とが確認された。 

 

表2. 分析対象の6名の調査協力者

の特徴 

  

 

第三者による逸脱の留意の分析で

は、4名の日本語母語話者と2名

のペルシア語母語話者、合計6

名の協力を得た。対象としたペ

ルシア語話者は、日本語を十分

理解し、相互行為での会話の流

れや、目標言語からの逸脱を評

価できる者を対象とした。 

 

表3. 第三者日本語母語話者   

表4. 第三者ペルシア語母語話

者 

  

 

 

 

 

 

4． 分析の枠組み 

  分析には、言語管理理論（

Nustupny1994）の枠組みを用い

た。それぞれのコミュニティー

の参加者には、長年の年月を通
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してその国の歴史と文化の中に

定着した一定の言語規範を持っ

ている。しかし、あるコミュニ

ティーの参加者が新たなコミュ

ニティーでインターアクション

をする際には、「逸脱」を起こ

しかねない。 

 本稿では、儀礼的相互行為の分

析をするために、Hymes（1972

）のSPEAKING MODELを応用

したネウストプニー（1982）の

分類、「社会言語規範」からの

逸脱の留意に焦点を当てる。こ

の分類では、コミュニケーショ

ンをいつ始めるか（点火のルー

ル）、いつどこでコミュニケー

ションを行うか（セッティング

のルール）、標準語で話すか方

言で話すか、あるいは丁寧体を

使うか普通体を使うか（バラエ

ティーのルール）、どんな媒体

を使ってコミュニケーションを

するのか（媒体のルール）、そ

してどのような内容のコミュニ

ケーションをするのか（内容の

ルール）などがある。ここでは

ネウストプニーの分類を基に、

大きく5つの視点から、ペルシ

ア語話者の接触場面での逸脱を

考察する。これらは、儀礼的な

インターアクションを成り立た

せる上で会話の参加者が談話内

で重要視しなければならないも

のである。一方で、ペルシア語

母語話者が逸脱をしがちだと判

断したもとなる。 

 以下に、5つの逸脱の詳細を紹

介する。 

（1）話題関係での逸脱：発話者

同士の談話内での話題の内容が

逸脱として注目される。 

（A）非適切な箇所での話題導入

： 

ある話題や表現が談話内の不適切

な箇所で現れた場合。あるいは

、なんの前置きもなく新話題に

入る場合。 

（B）多様な話題の導入（内容の

ルール）： 

話題を多く導入することで話の内

容にずれが生じる。 

（2）隣接ペア（Sacks, Shegloff & 

Jefferson）・発話の連鎖からの

逸脱： 

（A）未完成な隣接ペア： 

 第1成分が発話されるものの、

相手の発話者により第2成分が

完成しない。 

（B）非優先的な応答： 

第1成分と第2成分の間に、間、笑
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い、フィラー、などが留意され

、会話全体のテンポが乱れてい

ると判断された場合。ここでは

、隣接ペアは完成するものの、

不適切な応答から連鎖が継続し

ない。 

（C）発話連鎖の中断：期待され

る箇所において発話連鎖が続か

ない。 

（3）対人関係での逸脱：相互行

為において、相手の発話者との

関係性に関連する言語行動、社

会的立場・社会的関係の認識に

関わる逸脱により、言語調整に

変化が表れる。 

（A）上下関係を留意しない会話

進行：  

相手の発話者との距離感を縮める

言語調整を優先する。 

（B）スピーチレベル(Speech level)

での逸脱： 

相手の発話者との社会関係を留意

せず、普通体や敬体を使用する

。 

（4）話順交替の逸脱の留意： 

（A）一人がターンを長く持ち続

けることで、非儀礼的な態度と

して評価される。 

（B）話題開始に見られる逸脱 

（5）その他：談話内のミクロな

視点からのみではなく、マクロ

な視点からの逸脱が留意される

場合。 

（A）相互行為での会話全体に対

する印象（笑いが多い、声の張

り具合などそれぞれを行うこと

で失礼になることにつながる場

合において） 

（B）非言語的な行動など（ハグ

、拍手などのボデイタッチ） 

 

 ペルシア語話者による逸脱が以

上の項目または内容と関連する

ものであれば、談話内で社会言

語規範からなんらかの逸脱が生

じたものとみなす。 

 

4.1. 第三者による逸脱の認定と

評価による規範の同定 

 第三者による逸脱の認定そして

その評価を述べてもらう手法は

、調査者の客観的な逸脱に対す

る判断を補うために行われた。

加えて、会話内での規範を同定

するためのデータとして、第三

者の評価を取り入れた。第三者

は、逸脱を留意した際に、自己
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の中で基底規範（Neustupný 

1985a）を持っており、そこか

ら逸脱を判断していると考えら

れる。接触場面の参加者はその

場面で適用される基底規範を新

たに構築したり、内的場面では

おきないような問題を解決しな

ければならなかったりと、様々

な面で母語話者だけから構成さ

れる内的場面とは異なる言語行

動をとっていかなければならな

い（Neustupný 1985b）。 

 

5．分析の結果 

 ここでは、第三者による逸脱へ

の気づきと、調査者自身が、会

話分析を通して「逸脱の判定基

準」とした箇所を照合していき

たい。まず第三者に、談話内に

おいて「気になった箇所」「分

かりづらい、理解しにくい」と

留意したところを指摘してもら

った。そして、それぞれの逸脱

を4節で示した調査者による逸

脱判定の5つの基準に照合し、

分類を行った。 

逸脱を見ると大きく4つのタイプ

に分類することができる。 

逸脱1：日本語話者のみによって

留意された逸脱 

逸脱2：ペルシア語話者のみによ

って留意された逸脱 

逸脱3：日本語話者とペルシア語

話者の両者によって留意された

逸脱 

逸脱4：逸脱の判定基準にはある

ものの第三者には留意されてい

ない逸脱 

それぞれのグループで逸脱が留意

された件数は以下のようになる

。 

 

表5. タイプ別に見られた逸脱の

種類と数 

 

 

 

 

 

  

表5でわかるように、日本語母語

話者のみに留意された逸脱は、

ペルシア語話者によって留意さ

れた逸脱より2倍以上報告され

ている。ペルシア語母語話者が

あまり逸脱として判断しないも

のが存在することが理解できる
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。また調査者による判定基準と

第三者が留意した逸脱の大部分

は一致することが明らかになっ

た。次節では、第三者評価の2

つのグループがどのような規範

をもとに逸脱を留意していたか

を分析する。 

 

5.1. 第三者による逸脱の評価と

規範 

 これまで逸脱がどの箇所で留意

されたのかを分析を通して検討

した。ここでは、日本語母語話

者とペルシア語母語話者がそれ

ぞれの逸脱をどのように評価し

たのか、またそれぞれが逸脱と

して判断した規範が何であった

のかを見ていきたい。そして、

第三者の逸脱の種類とその数を

探る。表6では、以上で述べた

項目がそれぞれ示されている。 

 日本語の規範のみを知っている

日本語母語話者は、日本語の規

範からの逸脱を留意し、評価し

ている。そして、両規範を知っ

ているペルシア語話者は、日本

語とペルシア語の両方の規範か

ら逸脱の留意、また評価をして

いる。つまり、収集されたスピ

ーチイベントに対して第三者の

日本語母語話者、ペルシア語母

語話者は、一方では共通の規範

から逸脱を留意し、他方ではそ

れぞれ別の規範をもとに逸脱を

留意していたと考えることがで

きるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

表6. 第三者による逸脱への評価

と適用された規範 

  

  

 ここで、日本語母語話者のみが

留意した箇所に関しては、ペル

シア語母語話者が母語の影響を

受けやすいあるいは接触場面で

よく逸脱をしがちであると考え

られる箇所になる。なぜならば

、相互行為の会話参加者と第三

者として会話を評価したペルシ

ア語母語話者がそれらの箇所に

対し、儀礼的な逸脱として留意

していなかったからである。 
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5.1.1. 逸脱1の評価 

 日本語母語話者が留意した逸脱

（逸脱1）での評価は、すべて

否定的であった。表6から日本

語母語話者が否定的に評価した

箇所の項目が確認できる。以下

の事例1では、日本語母語話者

のみに否定的に評価された会話

となる。 

 

（例1）場面：研究室での会話、 

    参加者：学生（3名・ペ

ルシア語話者も含む）と先輩（

1名） 

【逸脱の種類】：日本人の情報提

供に対する不適切な応答（隣接

ペア連鎖から） 

【評価】：否定的   【判断規

範】：日本語規範 

ライン番号(L) 協力者   会話

内容                          

69 N-IR06  【間】皆さん、どこ

か行かれるんですか？。       

70 N-JP013  【少し間】私

は、実家に帰って、家族と一緒

にいます。   

71 N-IR06  おーーう、すごい、

実家一番だよね＜笑＞。   

72 N-IR06  実家帰りたいね。

  

73 N-JP01  帰らないの？。

  

74 N-IR06  本当、短いから、お

正月の休みは、外国は行けない

ね。 

 

第三者評価の日本語母語話者が最

も否定的に評価していたのは、

「①日本人の情報提供に対する

不適切な応答」であった。例1

では、N-IR06が会話で少しの間

が見られた時に、話題提供を開

始している。質問に対して、N-

JP01が応答したものの、L71で

ペルシア語話者が、『おーう、

すごい、実家一番だよね＜笑＞

。』と返答する。そこでは、隣

接ペアが成り立っているものの

、日本語母語話者からは、否定

的に評価されている。「どうし

て、家族旅行が『すごい』とな

るのか」、「日本人は、『いい

ね』などと答える」、「大変な

ことをしているわけではない」

というコメントが見られた。従

ってN-IR06は、ペルシア語の規

範から、応答では、「相手に興

味を表示する」または「感情を

会話の中で示す」ための発話を

するものの、このような応答は
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日本語母語話者には肯定的に評

価されないようである。 

 

5.1.2. 逸脱2の評価 

(1) 肯定的評価 

 ペルシア語母語話者のみによっ

て逸脱（逸脱2）が留意され、

なおかつ肯定的に評価されたも

のは、対人関係の「③年上であ

る日本人の名前にペルシア語の

接尾辞を使用」またその他の「

①談話の流れをペルシア語規範

で促進」、「②ペルシア語母語

話者による感情提示が談話で留

意され、聞いていて気もちがい

い」、「③ペルシア語話者が日

本人の会話のテンポにあわせて

いる」であった。コメントの内

容から、肯定的に評価されたも

のは、ペルシア語の儀礼に関す

る規範が評価の基底規範になっ

ていることが分かる。 

 

（例2）場面：近所での挨拶、参

加者：日本語話者60代、ペルシ

ア語話者40代（近所の知り合い

） 

【逸脱の種類】：談話の流れをペ

ルシア語規範で促進している 

【評価】：肯定的   【判断規

範】：ペルシア語規範 

103 N-JP02  あら、そう、良

かったね。      

104 N-JP02  いいとこ、見

つかってね。  

105 N-IR07  はい、本当に。

     

106 N-IR07  遊びに来て下さ

い。    

107 N-JP02  〈笑〉【間】。

     

108 N-IR01  はーい、あり

がとうございます。   

109 N-IR07  いつも、ありがと

うございます。   

 

例2では、第三者のペルシア語母

語話者がN-IR07の「誘い」や「

感謝」の発話機能の表出が日本

語規範に沿っていないことを留

意したが、「これらが会話で見

られことで、相手に対して感情

を示している」、「会話の流れ

を聞いていて気持ちがいい」な

どの肯定的評価があった。ペル

シア語の儀礼的な社会言語規範

（タアーロフ）では、「相手の

発話者を自分の領域に誘う」ま
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たは「自分の感情を示す発話連

鎖」が礼儀として見なされてい

ることが、上記の第三者のコメ

ントから理解される。L106、

107では隣接ペアが未完成であ

ったり笑いや間が見られ、また

応答がある場合、それが非優先

的な応答と考えられ、相手の発

話者N-JP02によってなされてい

る。しかし、N-IR07は感情提示

や相手に興味を示すことで、よ

り親密な人間関係を作ることを

会話内において重視していると

考えられる。 

 

(2) 否定的評価 

 ペルシア語母語話者のみに、否

定的に評価された逸脱には、隣

接ペア連鎖の「③日本人の応答

が微妙に冷たい」が挙げられる

。日本人による応答が冷たい、

いわゆる期待している応答が日

本語話者から返ってこないこと

が、相互行為で、失礼だと判断

し、発話連鎖が継続しない理由

として挙げられている。 

 

（例3）場面：近所での挨拶、参

加者：日本語話者60代、ペルシ

ア語話者40代（近所同士） 

【逸脱の種類】：年上の日本人の

名前にペルシア語尾の接尾辞を

使用（対人関係から） 

【評価】：否定的   【判断規

範】：ペルシア語規範と日本語

規範 

1 N-IR07 ごめんくださーい、＜

JP01＞ジャン。      

2 N-IR07 あ～こんにちは～、お

はようございます、私《笑》。 

3 N-JP02 こんにちは。 

     

4 N-IR01 おはようございます、

どうも。   

5 N-IR07 友達。  

           

 

ここでは、会話開始部の挨拶で逸

脱の留意が報告されている。相

手の発話者であるN-JP02がN-

IR07より年上であるにも関わら

ず、ペルシア語の「ジャン」と

いう呼称表現を N-JP02の名前の

語尾に付けていることが分かる

。まず「ちゃん」の代わりに「

ジャン」と誤ってペルシア語に

コードスイッチングをしている

ことに加え、そもそも日本語の

社会言語規範を基準としては、



 

225 

J
O

U
R

N
A

L
 O

F
 F

O
R

E
IG

N
 L

A
N

G
U

A
G

E
 R

E
S

E
A

R
C

H
, V

o
lu

m
e 1

1
, N

u
m

b
er 1

, S
p

rin
g
 2

0
2
1
, P

a
g
e 2

1
1
 to

 2
3
2
 

自分より年上に「ちゃん」とい

う呼称で名乗らないことが指摘

されている。 

 

5.1.3. 逸脱3の評価 

（1）逸脱に対する同様の評価（

両者が否定的あるいは肯定的に

判断している） 

ここでは、話題関係「話題の前置

きがなく命題に入る」、「会話

の終了部でのあいさつ」、「第

２成分で期待の応答がない」、

「日本語規範の上下関係が留意

されていない」が逸脱として留

意されている。否定的に評価さ

れた理由としては、日本語の社

会言語規範が評価の基準となっ

ていたことが、コメントから明

らかになっている。以下で一つ

の事例を見る。 

 

（例4）場面：事務での終了部挨

拶、参加者：大学スタッフ40代

、ペルシア語話者20代 

【逸脱の種類】：会話の終了部で

の挨拶（話題関係から） 

【評価】：否定的   【判断規

範】：ペルシア語規範と日本語

規範 

136 E-JP02    うん〈はい

〉｛≺｝，，  

137 E-IR03   〈じゃ、仕事

〉｛｝｝頑張って下さい。

        

138 E-JP02   う～うん、

どうも、頑張りたくないけど〈

笑〉。   

139 E-IR03   〈笑〉。

  

140 E-JP02    はいはいはい

。  

141 E-IR03     じゃ、失礼します

。             

142 E-JP02      はい。 

           

  

 例4では、学生であるE-IR03が

大学のスタッフのE-JP02に会話

の終了部の挨拶をしている。こ

の会話ですべての第三者に留意

されたのは、L137の『〈じゃ、

仕事〉｛｝頑張って下さい』の

箇所である。「なぜこのタイミ

ングでいきなりこの話題を導入

しているのか」、「いたわる者

を目上にしてはいけない」など

のコメントが両者から述べられ

、否定的に評価された。 
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 また、L138のE-IR03の発話に対

してE-JP02が、笑いながら応答

していることに関しては、「最

後はちょっと笑いがあり不自然

に思えた」などの評価も述べら

れている。ここでの笑いも非優

先的な応答であると判断できる

。このような日本語母語話者の

応答は、ペルシア語母語話者が

隣接ペアの第一成分で逸脱をし

ているからだと考えられる。 

 

（2）逸脱に対する異なる評価 

  ここでは、日本語話者には否

定的に評価されているものの、

一部ペルシア語話者には、肯定

的に評価されている。ここで注

目するのは、「文末の丁寧体動

詞の省略」である。 

 

（例5）場面：フリーマーケット

での会話、 

    参加者：ブースを隣同士

に持つ販売者（初対面での会話

） 

【逸脱の種類】：文末の丁寧体動

詞の省略（対人関係から） 

【評価】：日本語母語話者：否定

的、ペルシア語母語話者：肯定

的 

【判断規範】：日本語母語話者：

日本語規範、ペルシア語母語話

者：ペルシア語規範 

32 E-JP03  結構日本長いん

ですか？ ぺらぺらですね。

     

33 E-IR02  私、10年。

       

34 E-JP03  10年、えーーー

はー。  

35 E-JP04  上手、上手。

       

36 E-IR02  いいえ。 

      

 

「＜日本語母語話者による評価＞

」 

日本語話者はマクロな視点からE-

IR02の会話の全体の流れを評価

している。「ペルシア語話者は

話を盛り上げない」、「初対面

であるのに、会話がなれなれし

く感じられる。」、「会話に変

な親しさ感がある。」と総合的

に評価を述べている。 

 一方、ミクロな視点からの留意

では、会話のいくつかの箇所に
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おいて、L33のように文末に動

詞が現れないことが挙げられた

。初対面であるにもかかわらず

、動詞の省略が関係性を馴れ馴

れしく見せていることが否定的

な評価として報告されていた。 

 

「＜ペルシア語母語話者による評

価＞」 

しかしペルシア語話者は、この場

面においては、発話者同士の間

では、上下関係もなく、「文末

の動詞省略が関係性をより親し

くしている」とその逸脱を肯定

的評価していた。同じく、「会

話中に声を張る」も儀礼的なマ

ーカーとして肯定的に評価され

ていた。 

 次節で以上の評価の内容を参照

に、会話の参加者によって適用

されている規範について考察し

ていきたい。 

 

5.2. 第三者の評価から想定され

るペルシア語話者の規範適用 

 以下では、第三者の逸脱の留意

の評価とそのコメントから、接

触場面内でペルシア語話者によ

って適用されたと考えられる規

範をまとめたものである。 

 

5.2.1. 第一言語 (ペルシア語) の規

範 

 日本語母語話者が否定的な評価

をしており、ペルシア語母語話

者が肯定的な評価をしている逸

脱では、ペルシア語からの転移

（ターロフ）が現れていると考

えられ、インターアクションに

参加しているペルシア語母語話

者は母語規範を適用したものと

考えることができる。以下の逸

脱がこのようなタイプの規範で

は確認された。 

① 前置きがなく話題展開（相手の

発話者を考慮した上での「健康

尋ね」） 

② 「感情提示」の現れ 

③ 相手の発話者の「褒め」に対す

る「誘い」での応答 

④ 会話終了の前置きでの挨拶 

⑤ 声を張る（相手に対する礼儀を

示すため） 

相互行為において、この5つのタ

イプの逸脱の共通した特徴は、

ペルシア語母語話者が相手の発

話者をより気遣ったことで発話

されるということである。なぜ

ならば、会話全体の流れを通し
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て、以上の5つの言語行動が省

略されても、相互行為の会話内

容には何の乱れも表れないから

である。従って、日本語母語話

者には、以上の言語行動は不要

に見え、否定的に評価される。 

 

5.2.2. 目標言語（日本語）の規範 

儀礼的な発話行為としてみなせる

言語行動が表れるが、第三者の

いずれからも逸脱として報告さ

れない場合には、目標言語であ

る日本語の規範が適用されてい

ると考えられる。その場合、逸

脱があったとしても、逸脱は留

意されないか、留意されても評

価されず、報告には至らなかっ

たと考えることができる。以下

の二つの発話行為においてペル

シア語母語話者は、目標言語規

範が適用されていたと考える。 

①「感謝」の発話機能、 

② 開始部と終了部の「挨拶」 

「感謝」や「挨拶」を適用する箇

所がペルシア語の母語規範と近

いこともまた、ペルシア語母語

話者が目標言語である、日本語

母語規範を上手く習得できてい

るひとつの理由であると考えら

れる。そこには、正の転移) 

positive language transfer）が起き

ている。 

 

5.2.3. 中間社会言語規範 

 ペルシア語、日本語の両言語の

規範からの逸脱として否定的に

評価されたものである。そもそ

もペルシア語話者は、母語の社

会文化的な影響から、発話場面

に対して高い儀礼的意識を持っ

ている。従って、相互行為では

、儀礼的な発話を開始するが、

日本の社会言語規範に対する不

十分な理解から、日本語話者の

応答に対してペルシア語規範と

日本語規範の両言語から少し離

れた言語行動をしてしまう。こ

ういった場合には、負の転移（

negative language transfer）が起

きていることが分かる。 

 こうした逸脱は、中間的な社会

言語規範にもとづくものと考え

られ、以下の6つのタイプが観

察された。 

① 不適切な応答、② 相手との上

下関係・社会関係への留意、 

③ 文末動詞の省略、④ 必要以上

の笑い、⑤ 相手への率直な質

問 

⑥ 相手の名前を呼ぶ、呼称など 
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 以上の逸脱のタイプは、接触場

面の会話の中で複数回もペルシ

ア語母語話者からさまざまな場

面で確認された。このような逸

脱が会話で起きてしまう場合は

、礼儀差が高まるどころか日儀

礼的な会話として認識される。

相手の発話者との距離間の認識

に問題があることから現れたも

のであると考えられる。特に初

対面場面において、中間社会言

語規範が多く見られた。日本語

規範では、上司や初対面である

相手に対し、より丁寧な言葉遣

いや距離間の調整が期待される

。 

 

6．まとめと今後の課題 

 本稿では、日本在住のペルシア

語母語話者が儀礼的な会話場面

において、日本語母語話者とど

のように言語行動を調整してい

るのかを言語管理の視点を取り

入れ考察した。そして、ペルシ

ア語話者が重視する儀礼的場面

での規範に注目し記述した。 

 分析の結果、以下のことが明ら

かになった。 

(1) 第三者による逸脱のレベル

とタイプでは、逸脱１と逸脱3

のタイプが最も多く見られた。

逸脱の3では、ペルシア語母語

話者と日本語母語話者が共に同

じ箇所を報告している。しかし

、第三者が逸脱を留意した理由

、すなわち逸脱の基準となると

考えた規範が異なっていたこと

が明らかとなった。フィールド

調査から明らかになったのは、

逸脱3では接触場面において日

本語にもペルシア語にも存在し

ない言語行動が起きていること

が指摘できる。 

(2) 日本人の第三者によるペル

シア語話者の逸脱の評価はすべ

て否定的であった。そうした逸

脱が多く留意された場面の録音

データでは、ペルシア語母語話

者から誤った質問や応答が特に

多く見られた。期待の応答でな

い発話が見られた箇所に関して

は、笑いや間が多く表れ、そこ

からの2～3ターンでは会話の乱

れが見られる。 

(3) 儀礼的な言語行動に見られ

た発話機能のうち、「褒め」「

誘い」「願望」「警告」ではタ

ーロフの影響が現れている一方

で、「挨拶」や「感謝」では日

本語の規範に近い行動が見られ

た。母語規範の影響は発話機能

によって異なることが示唆され

た。 
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今後の課題として、より多くの発

話場面を考察することで新たな

視点を導入していきたい。実際

にどのようにすればより適切に

誤りなく会話を継続させること

ができるのか、そこを考察した

上でより快適な会話を成り立た

せることを期待する。本研究に

おいては、第三者の評価を基準

として考察をしたが、今後は会

話参加者からもより詳細にイン

タビューを行いそれを分析の結

果に反映し新たな気づきを求め

る。そして最後に、以上の調査

結果を踏まえ今後のペルシア語

母語話者の日本語教育に生かす

ことを最終目的としたい。 
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